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シ
リ

l
来

初
年
を
振
り
返
っ
て
③

「
激
動
を
生
き
て
」

‘市指定文化財 (天然記念物)春賀の一本杉

昭
和
二
十
年
の
終
戦
を
は
さ
ん
で
、

二
度
の
大
水
害
に
み
ま
わ
れ
た
三
善

村
で
は
、
自
然
の
猛
威
の
前
に
な
す

術
も
な
く
混
乱
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
中
、
こ
れ
で
は
い
け
な

い
と
、
文
化
国
家
建
設
を
目
指
し
て

町
村
合
併
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

当
地
区
で
は
、
優
れ
た
指
導
者
の

下
、
青
年
団
、
消
防
団
、
婦
人
会
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
誕
生
し
、

昭
和
二
十
六
年
に
は
、
写
真
の
よ
う

な
立
派
な
建
物
(村
役
場
兼
公
民
館
)

が
完
成
し
た
の
で
す
。
特
に
公
民
館

の
開
設
は
、
郡
内
で
も
最
も
早
い
時

期

(
昭
和
二
十
一
年
七
月
)
に
行
わ

れ
た
と
い
う
歴
史
を
持
ち
、
地
域
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
昭
和
五

十
二
年
度
に
建
て
替
え
と
な
る
ま
で

大
い
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
を
二
分
し
て
走
る
県
道
添
い

に
は
、
昭
和
五
十
五
年
よ
り
食
肉
工

場
、
食
品
工
場
、
運
送
会
社
な
ど
が

相
次
い
で
誘
致
さ
れ
、
食
品
、
流

通
業
の
拠
点
と
し
て
一
大
工
業
団
地

の
様
相
を
呈
し
て
き
ま
し
た
。

県
下
に
率
先
し
て
完
成
し
た
耕
地

整
理
地
区
の
中
に
立
つ
「
春
賀
の
一

本
杉
」
は
、
激
し
く
移
り
行
く
時
の

流
れ
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
の
で

す
。(写
真
、
文
提
供

・
矢
野
良
虎
氏
、

三
善
小
学
校
)

市民のうごき

平成6年2月28日現在

39，395人(+7) 

(+ 6) 

(+ 1) 

(+ 3) 

18，764人

20，631人

13，455世帯世帯数

ロ

男

女

人すべての土曜日が

休みになりました

市民の皆様のご理解と

市役所は
今月号のみどころ

0もう事故はごめんだ・H ・H ・H ・H ・..……...・H ・..p2 

0市民の生命・財産を守るために

消防出初め式・H ・H ・.....・H ・H ・H ・..………P3

0冬空の下健脚を競う、健康マラソン大会…P4

0愛犬の登録と注射は忘れずに・H ・H ・.....・H ・..p5 

04月は土地月間です…...・H ・.....・H ・.....・H ・..p6 240.99平方キロメートル積函ご協力をお願いします
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受
通
死
亡
事
故
抑
止
市
民
大
会

た‘
大
洲
市
内
で
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら
今
年
一
月
ま
で
の
三
ヶ
月
の
聞
に

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が
七
人
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。
過
去
に
例
を
見
な

い
死
亡
事
故
発
生
件
数
で
す
。
私
た
ち
の
日
頃
の
交
通
マ
ナ
ー
を
も
う
一

度
見
直
し
て
、
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。二

月
二
日
に
聞
か
れ
た
交
通
死
亡

事
故
抑
止
市
民
大
会
に
は
三
百
五
十

人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
洲

市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
長
の
桝
田

市
長
が
あ
い
さ
っ
し
た
後
、
大
洲
警

察
署
交
通
課
長
渡
辺
秀
博
さ
ん
が
、

最
近
起
き
た
事
故
の
現
況
を
説
明
し

ま
し
た
。
「
交
通
死
亡
事
故
は
、
飲

酒
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、

う
っ
か
り
運
転
な
ど
、
交
通
マ
ナ
ー

の
悪
さ
か
ら
起
こ
る
こ
と
が
多
い
。

車
で
来
た
客
に
は
酒
を
出
さ
ぬ
よ
う

徹
底
し
、
大
洲
か
ら
飲
酒
運
転
を
な

く
そ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
小
学
校
一
年
奥
田
美

香
さ
ん
が
『
お
と
う
さ
ん
、
す
ぴ
l

ど
だ
さ
な
い
で
』
、
久
米
小
学
校
三
年

池
田
峻
佑
君
が

『
じ
こ
は
、
も
う
い

や
だ
』
、
蔵
川
小
学
校
六
年
久
保
幸
代

さ
ん
が
『
交
通
安
全
へ
の
願
い
』
と

題
し
て
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
如
法
寺
住
職
、
藤
木
琢

磨
さ
ん
の
講
話
の
後
、
大
会
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。

2 

，...rじこは、もういやだ』と意見発表をする池田峻佑君(久米小3年)
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一一一霊安 亘; 百

私たちは、人命尊重の理念に基づき、
交通事故のない安全で、住みよい大洲市を
実現するため、大洲市民総ぐるみで次の

ことを実践し、総力をあげて突通事故防
止にまい進することを誓います。

1、飲酒運転や暴走運転の追放に努め
ます。
1、子供とお年寄りに対しては、思い
やりとゆずりあいの心で、進んで
愛の手をさしのべ、交通事故から
守ります。
1、常に気くぱりとゆとりをもち、正
しい交通ルールとマナーの実践に
努めます。

1、交通事故から身を守るため、必ず
シートベルトとヘルメットを正し
く着用します。

1、青少年の健全な育成と正しい交通
秩序を確立するため、暴走族の追
放に努めます。

以上宣言します。

平成 6年 2月 2日

大洲市交通安全推進協議会

大



市
民
の
生
命
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財
産
を
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す

た

め

る
消
防
出
初
め
式

企大洲市消防団による一斉股水

三
月
六
日
、
大
洲
市
消
防
出
初
め

式
が
、
若
宮
の
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
式
典

に
は
、
市
内
の
十
一
の
分
団
か
ら
約

七
百
五
十
人
の
団
員
が
参
加
。

ポ
ン

プ
操
法
や
小
隊
訓
練
で
、
日
頃
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
消
防
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
消
防
団
員
ら
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
被
表
彰
者
は
次
の
と
お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

{
消
防
庁
長
官
表
彰
}

〔竿
頭
綬
〕
大
洲
市
消
防
団

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

〔精
績
章
〕
奥
田
五
十
二
(南
久
米
)

〔勤
続
章
〕
福
山
清
光
(
平
野
)
梶

谷
昭
伸

(上
須
戒
)

{
愛
媛
県
知
事
表
彰
}

〔功
労
章
〕
佐
賀
一
郎

(肱
南
)
、

長
田
孝
重
(
新
谷
)
、
字
都
宮
庄
次

郎

(
三
善
)
、
都
築
秀
雄
(
粟
津
)、

二
宮
利
夫
(
消
防
本
部
)

【
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
}

〔功
績
章
〕
大
塚
満
男

(粟
津
)
白

石
栄
勇

(上
須
戒
)

〔勤
続
章
〕

(
十
五
年
以
上
)
酒
井

正
幸
、
今
岡
功

(肱
南
)
、
藤
本
弘

司
、
高
月
泰
虞

(肱
北
)
、
浅
野
義

光
、
未
庚
文
利

(平
野
)
、
金
野
功
、

宇
都
宮
隆

(南
久
米
)
、
肱
川
和
男

(大
川
)
、
伊
賀
八
平
、
宮
岡
隆
重

(新
谷
)
、

尾
崎
幸

一
(
三
善
)
、
後

藤
武
薫
(
粟
津
)
、
梶
本
忠
行
、
佐

川
修

一
(
上
須
戒
)

〔勤
続
章
〕

(
十
年
以
上
)
古
森
町

夫

、
深
田
護

(
肱
南
)、
緒
方
勝
昭

(
肱
北
)
、

岡
田
仁
利
(
平
野
)
、

矢
畑
満
芳
(
南
久
米
)
、
内
野
隆
史
、

松
本
久
光
、
新
周
泰
(
菅
田
)
、
東

隆
雄

(大
川
)
、

久
保
敏
彦
、
岩
井

和
彦

(柳
沢
)
、

二
宮
義
則
(
新
谷
)

水
成
元
康
、
樋
口
健

一
(
粟
津
)
、

西
川
和
宏
(
上
須
戒
)

〔規
律
章
〕
西
山
隆
司

(三
善
)

{
大
洲
市
長
表
彰
}

二
宮
孝
一

、
菅
野
信

一
、
坂
上
道
明
、

中
野
竹
博

(肱
南
)
、
西
山
弘

一
、

丸
田
貢
三
、
丸
井
茂
、
西
岡
輝
治
(肱

北
)、木
裏
秀
幸
、
田
中
虞
美
、
谷
本

保
毒
(
平
野
)
、
米
子
庚
典
、
岩
田

清

一
、
石
本
隼
生
(
南
久
米
)
、

寺

岡
和
男
、
中
井
信
一
、
宮
本
光
雄
(
菅

田
)
、
上
野
茂
範
、

白
尾
茂
樹
、
谷

口
義
宗
(
大
川
)、
中
田
呉
一

、
森
岡

恵

一
、
中
嶋

一
善
(柳
沢
)、
祖
母
弁

良
明
、

池
田
貴

一
、
池
田
芳
俊

(新

谷
)
、
宮
本
音

一
、
西
田
庚
文
(
三

善
)
、
久
保
博
徳
、
高
橋
日
出
男

(粟
津
)
、
芳
我
茂
明
、
政
所
紳
て

上
田
肇
志
(
上
須
戒
)

一
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
】

〔勤
続
章
〕
横
道
猪
佐
夫

(粟
津
)

畠
岡
俊
次
(
菅
田
)

〔規
律
章
〕
小
谷
順
一
(
肱
南
)、
兵

頭
秀
明

(肱
北
)
、
前
川
勉
(平
野
)
、

森
本
稔

(大
川
)
、
山
本
孝
典

(柳

沢
)
、
槍
田
敦
則
(
新
谷
)
、
稲
田

久
光

(上
須
戒
)

{
大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
}

藤
田
常
博
、
山
下
哲
夫
、
岡
田
力
弥
、

久
保
喜
彦
(肱
南
)、
西
山
敬
三
、
堀

江
幸
男
、
津
山
秀
樹
、
岩
井
強

(肱

北
)、
鎌
田
知
明
、
大
藤
富
茂
、
茂
、

西
川
和
雄

(平
野
)、
河
田
洋
志
、
中

川
修
二
、
岩
井
輝
満
、
武
田
照
生

(菅

田
)
、

石
神
明
、
寺
岡
博
、
朝
日
治

男
(
大
川
)
、
松
田
猪
久
夫
、
回目我

行
宏
、
福
住
幸
尚
(
柳
沢
)、
二
宮
栄

作
、
池
田
学
(新
谷
)、
宮
本
多
久
司
、

芳
我
亀
代
士
(
粟
津
)

高

橋

祐

司

(
上
須
戒
)

{
大
洲
市
長
感
謝
状
}

〔消
防
施
設
用
地
無
償
提
供
者
〕

中
野
賓
(平
野
町
)、
奥
野

一
(松
尾
)

沖
野
審
富

(田
処
)、
小
西
博
三

(
愛

知
県
東
海
市
)

〔高
額
寄
附
者
〕
堀
田
建
設
側

(
八

幡
浜
市
)、
三
善
山
林
管
理
組
合

(春

賀
)
、
東
宇
山
山
林
管
理
組
合

(東

宇
山
)

3 



大洲市健康マラソン大会|

6舟@ゐ/ρ(!)手電F

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、

一
一
月
六
日
、
大
洲
市
民
会
館
前
か
ら

J
R
平
野
駅
に
か
け
て
の
コ

l
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
目
、
開
会

式
会
場
と
な
っ
た
市
民
会
館
駐
車
場

に
は
、
約
千
三
百
人
が
集
合
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ

l
ス
を
含
む
十
七
の
部
門

に
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

大
会
の
主
な
成
績
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

{
印
歳
以
上
の
部
}
(
2
同
)

①
森
本
徳
男
9
分
開
秒
②
岡
崎
周

房
日
分
叫
秒
(
参
加
者
2
人
)

【
小
学

4
年
生
男
子
の
部
】
(
3
同
)

①
矢
野
和
広
日
分
話
秒

②
藤
岡
龍

矢
口
分
臼
秒
③
安
藤
彰
浩
ロ
分
目

秒
(
参
加
者
犯
人
)

企開会式で選手宣誓をす3岡田仁利さんつ?ミリー

{
小
学

4
年
生
女
子
の
部
}
(
3
同
)

①
中
野
江
里
子
ロ
分
臼
秒
②
山
下

伸
子
日
分
位
秒
③
仁
木
友
美
子
日

分
3
秒
(
参
加
者
約
人
)

{
小
学
5
年
生
男
子
の
部
}
(
3
同
)

①
上
野
加
瑞
範
日
分
U
秒

②

今

岡

哲
也
日
分
担
秒
③
大
野
俊
和
日
分

幻
秒
(
参
加
者
町
人
)

{
小
学

5
年
生
女
子
の
部
}
(
3
M
)

①
岩
田
誠
子
ロ
分
初
秒
②
辰
本
瞳

ロ
分
担
秒
③
宮
脇
あ
ゆ
み
ロ
分
日

秒
(
参
加
者
位
人
)

{
小
学

6
年
生
男
子
の
部
}
(
3
同
)

①
東
正
紘
日
分
印
秒
②
矢
野
敦
志

日
分
閃
秒
③
高
岡
努
日
分
日
秒

(参
加
者
犯
人
)

{
小
学
6
年
生
女
子
の
部
}
(
3
M
)

①
大
久
保
あ
さ
み
日
分
U
秒

②
東

谷
や
よ
い
日
分
日
秒
③
松
岡
美
香

ロ
分
的
秒
(
参
加
者
臼
人
)

【
中
学
男
子
の
部
}
(
3
M
)

①
宮
本
典
昭
日
分
閃
秒
②
井
上
忠

幸
日
分
何
秒
③
岡
崎
隆
久
叩
分
偲

秒
(
参
加
者

m人
)

{
中
学
女
子
の
部
}
(
3
同
)

①
矢
畑
祐
子
日
分
必
秒
②
宮
本
美

幸
ロ
分
此
秒
③
伊
藤
陽
子
ロ
分

ω

秒
(
参
加
者
問
人
)

{
高
校
女
子
の
部
}
(
3
M
)

①
岩
田
佳
代
子
ロ
分
お
秒
②
竹
口

育
恵
ロ
分
認
秒
③
古
茂
田
智
子
ロ

分
必
秒
(
参
加
者
7
人
)

{
一
般
男
子
の
部
}
(
3
凶
)

①
帽
子
幸
隆
日
分
お
秒

②
玉
田
浩

幸
日
分
お
秒
③
徳
本
輝
義
日
分
却

秒
(
参
加
者
6
人
)

{
一
般
男
子
相
歳
以
上
の
部
】
(
3
M
)

①
矢
野
漠
ロ
分
日
秒
②
大
岡
健
治

ロ
分
U
秒
③
豊
田
耕
造
日
分

μ
秒

(
参
加
者
7
人
)

【
一
般
女
子
の
部
}
(
3
M
)

①
谷
岡
妙
ロ
分
必
秒
②
木
下
か
よ

子
ロ
分
印
秒
③
小
田
由
美
子
日
分

日
秒
(
参
加
者
5
人
)

{
高
校
男
子
の
部
}
(
6
凶
)

①
田
中
豊
和
初
分
話
秒
②
上
岡
悟

史
幻
分
日
秒
③
京
岡
栄
作
沼
分
日

秒
(
参
加
者
H
人
)

【
一
般
男
子
の
部
}
(
6
M
Y

①
二
宮
敏
浩
四
分
お
秒
②
森
本
英

則
四
分
的
秒
③
続
和
生
加
分
日
秒

(
参
加
者
幻
人
)

【
一
般
男
子
相
歳
以
上
の
部
}
(
6
M
)

①
吉
月
栄
敏
お
分
四
秒
②
森
本
憲

治
お
分
閃
秒
③
窪
地
稔
部
分

m秒

(参
加
者
5
人
)

{
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
}
(
2
M
)

(参
加
者
別
人
)

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
l
ス
の
順
位
及
び

タ
イ
ム
並
び
に
各
部
門
の
四
位
以
下

4 

第240圏
第241回

大
洲
市
議
会
臨
時
会

一
一
月
十
日
と
二
十
一
日
、
二
回
に

わ
た
っ
て
大
洲
市
議
会
臨
時
会
が
聞

か
れ
、
次
の
四
議
案
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
{
二
月
十
日
提
出
議
案
】

V
市
立
粟
津
小
学
校
特
別
教
室
棟
改

築
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

V
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
並
び

に
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

{
二
月
二
十
一
日
提
出
議
案
}

V
平
成
五
年
度
大
洲
市
一
般
会
計
補

正
予
算

V
平
成
五
年
度
大
洲
市
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

の
順
住
及
び
タ
イ
ム
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
大
洲
市
総
合
体
育

館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
6
2
5
5

vゴー/レをめざす選手だち

{;iす判¥¥ l' J ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ 
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愛
犬
の
登
録
と
注
射
は

U

亡

ω
れ

ず

平
成
六
年
度
の
畜
犬
登
録
と
狂
犬

病
の
予
防
注
射
を
左
表
の
予
定
で
実

施
し
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、

も
よ
り
の
場
所
で
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
、
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
も
、
畜
犬
登
録

と
同
様
に
、
年
一
回
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
都
合
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
指

定
獣
医
師
の
診
療
所
へ
犬
を
連
れ
て

行
き
、
登
録
・
注
射
を
受
け
て
く
だ

さ
い
(
診
療
注
射
)
。
あ
る
い
は
、

指
定
獣
医
師
に
家
ま
で
来
て
も
ら
い

登
録
・
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い

(
訪
問
注
射
)
。

生
後
九
十
一
日
た
っ
た
犬
に
つ
い

て
は
、
必
ず
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

今
後
新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
人
も
、

同
様
に
し
て
く
だ
さ
い
。

{
料
金
}

O
期
間
中
に
指
定
場
所
で
受
け
る
場

合

一

頭

に

つ

き

四

、

七

七

O
円

-
予
防
注
射
料
二
、
五
七

O
円

・

登

録

料

二

、

二

O
O円

。
診
療
注
射
の
場
合
五
、
二
七

O
円

。
訪
問
注
射
の
場
合
五
、
七
七

O
円

※
右
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
予
定
で

す。
{
指
定
獣
医
師
}

O
久
保
田
動
物
病
院
(
久
保
田
直
)

大
洲
市
新
谷
乙
三
一

O
の
二

宮
(
⑪

3
2
2
3

0
中
野
獣
医
科
医
院
(
中
野
増
美
)

大
洲
市
中
村
二
五
九宮
⑫
4
2
7
6

0
野
島
動
物
病
院
(
野
島
重
吉
)

大
洲
市
平
野
町
野
田
乙
七
八
九
|

四
五

宮
⑫
3
1
1
5

な
お
、
犬
を
連
れ
て
く
る
時
に
は
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

O
犬
を
自
由
に
扱
え
る
人
が
連
れ
て

来
て
く
だ
さ
い
。

O
引
き
綱
に
は
、
丈
夫
な
鎖
な
ど
を

使
用
し
、
首
輪
の
点
検
を
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

O
印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
集
合
場
所
で
の
犬
の
フ
ン
は
、
必

ず
飼
い
主
が
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課

生
活
衛
生
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

岱
⑫
2
1
1
1
内
線
2
6
4

月 日 場 戸斤 時三 間

初日 t尺有司 σ3 目 ノて ス イ亭 9 : 10- 9:30 

相P t尺 居 士事号 ノf ス イ亭 9 : 40-10:00 

J A 大洲田処出張所 10 : 10-10:40 

4/14 相P t尺 i重 絡 戸斤 10 : 50-11 :40 

(木) 菅 田 車用 日 集 メZ合"、 戸斤 13 : 10-13:30 
づ、 倉 公 耳，、』 堂 13 : 50-14:10 

大 4す 分 校 跡、 14 : 20-14:40 
守...._ー， t宰 集 メZ合ミ、 戸斤 14: 50-15:10 
F国国~ 田 i重 車各 戸斤 15 : 20-16:20 

幸斤 Fh  E31 中 長且 お j奄 9: 10-9:40 

喜 多 山 イ主 {白 商 庖 9: 50-10:30 

4/15 
華斤 F h E1 i車 結 戸斤 10: 40-11:40 

肱北公民館田口分館 13 : 10-13:50 
働
光照寺横市木集会所 14 : 00-14:40 

徳、 森 !尼 童 セ ン タ 14: 50-15:30 

愛 媛 資 キオ 前駐 車 場 15 : 40-16:20 

JA大洲Aコープ明日香庄駐車場 9 : 00-9:30 

大 キ艮 l鳳 中木 寺 9 : 40-10:00 

4 /18 
平野公民館平地上分館 10 : 20-10:40 

平 里子 i重 車各 戸斤 10: 50-11:50 
(月)

長 'λcl、l 本 村ー 集 メz合=ミ、 戸斤 13 : 20-13:25 

梅 ) 11 集 ~ミ、 戸斤 13: 45-14:10 

里子 イ主 来 集 バZ合"、 戸斤 14: 30-14:50 

南 久 米 i室 絡 戸斤 15 : 00-16:05 

善 峠 集 lヱ〉ヨミ、 戸斤 9 : 00-9:30 

石 イム 集 メZ合ミ、 戸斤 9 : 55-10:20 

4/19 善 i重 車各 戸斤 10 : 45-11 :40 

伏) 肱北公民館五郎分館 13 : 10-13:55 

大 沙1'1 市総 合体 育館 14: 00-15:10 

社 会教 育 セ ン タ 15 : 25-16:25 

蔵 )11 日 。コ 平 集 会所 9 : 10- 9:25 

J A 大洲蔵川出張所 9 : 30-9:50 

4/20 
大 ) 11 i車 絡 戸斤 10: 10-10:50 

r笥 山 西 集 バヱ合コミ、 戸斤 11 : 30-12:00 
(水)

久 米 公 民 長官 13 : 30-14:00 

只越わかば台団地集会所 14 : 10-14:40 

大 初'1'1 市 民 JヱSコミ、 長官 14: 50-16:20 

f了 越 集 メZ〉ヨミ、 戸斤 9: 15-9:30 

宇刀 尾 集 メヱ合コミ、 戸斤 9: 50-10:15 

4 /21 
上 5頁 戒 i重 絡 戸斤 10: 25-11:30 

J¥ 多 t良 集 ノZ会~ 戸斤 13 : 10-13:40 
(木)

手 成 本 村 集 lZ〉ヨミ、 戸斤 14 : 00-14:20 

中 土事き 集 dZS3Z 、 戸斤 14 : 30-14:50 

J¥ 多 喜 i墓 結 戸斤 15 : 00-16:10 

...・・.二，....:.-.....・・............・・..・・'..'・...・'.......・'."・..九J・"0'・..・..・・..・・..・・..・・....・'....._..__...

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

職

員

を

募

集

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

事
務
局
職
員
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ

l
)
を
募
集
し
て
い
ま

す。
V
職
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ

l
デ

ィ
ネ

l
タ

l

v
募
集
人
員
一
名

V
年

齢

四

O
才
ま
で

V
主
な
業
務

O
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

及
び
組
織
化

。
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
l
ク

ル
活
動
の
支
援

O
そ
の
他
一
般
事
務

V
募
集
期
限
平
成
六
年
四
月
三

十
日
(
土
)

V
申
込
方
法
大
洲
市
社
協
事
務

局
(
市
役
所
別
館
2
階
)
ま
で

本
人
が
履
歴
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

V
そ
の
他
採
用
時
期
、
待
遇
、

面
接
等
詳
し
く
は
大
洲
市
社
協

事
務
局
(
宮
⑪
3
5
0
9
)
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
社
会

福
祉
活
動
に
対
し
て
意
欲
を

持
っ
て
い
る
方
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

5 



地

価

公

一土地取引の

届出制度一

刀ミ

が

発
表
さ
れ
ま
し
た

平
成
六
年
三
月
に
、
国
土
庁
か
ら
、

平
成
六
年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
地
価
公
示
は
、
都
市
計
画

区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ

れ
方
を
し
て
い
る
土
地

(
標
準
地
)

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格

を
公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の

目
安
に
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
ま

警
察
官
な
ど
の
制
服
が
、
四
月

一

日
か
ら
全
国

一
斉
に
切
り
替
え
ら
れ

月匝.6. 
Eヨ

次
の
よ
う
な
土
地
取
引
を
行
う
場

合
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
制
度
は
、
土
地
の
投
機
的

取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱

開
発
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。
次
の
事
例
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
必
ず
契
約
の
六
週
間
前
ま

で
に
届
け
出
で
く
だ
さ
い
。

{
届
出
の
必
要
な
土
地
}

①
監
視
区
域

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
(
大
洲
市
内

た、

地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑

定
士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
、

園、

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用

地
な
ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と
さ
れ

る
な
ど
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅

か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状

況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ

の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
土
地
売
買

の
時
に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を

調
べ
売
買
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い

。

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

来
る
べ
き
二
十

一
世
紀
の
新
時
代

に
向
け
て
、
さ
わ
や
か
で
力
強
く
、

HIl 夏

は
該
当
な
し
)

②
そ
の
他
の
区
域

④
市
街
化
区
域

二
千
平
方

M
以
上
の
土
地

⑥
④
を
除
く
都
市
計
画
区
域

五
千
平
方
日
以
上
の
土
地

①
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
万
平
方

μ以
上
の
土
地

※
詳
し
く
は
、
企
画
調
整
課
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1

(内
線
3
4
1
)

標
準
地
の
価
格
や
、
標
準
地
が
接

す
る
道
路
の
種
類

・
幅
員
、
標
準
地

周
辺
の
土
地
利
用
状
況
な
ど
を
細
か

く
記
載
し
た
地
価
公
示
の
関
係
書
面

は
、
企
画
調
整
課
(
宮
⑫
2
1
1
1

内
線

3

4
1
)
に
あ
り
ま
す
。
県
内

の
も
の
は
全
て
表
示
さ
れ
て
お
り
、

誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
他
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会

が
、
四
月
一
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、

土
地
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料

相
談
会
を
聞
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

愛
媛
県
企
画
調
整
部
土
地
対
策
課
調

査
係
官
0
8
9
9
⑪
2
1
1
1
(
2

8
9
)
ま
で
。

そ
し
て
県
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
、
そ
ん
な
警
察
官
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。
(
愛
媛
県
警
察
本
部
)

みらい

「未
来
を
き
り
ひ
ら
く

ぜい
ね
ん
あ
ゆ

青
年
の
歩

み

」

(
そ
の
三
)

と

〈

必

か

ち

ち

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
父

お

じ

わ
hr

とし

や
伯
父
は
、
よ
う
や
く
、
私
た
ち
の

，h

勺こん

さんせい

結
婚
に
賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。
伯

父
は
、
は
じ
め
の
う
ち
は
、

与

に

ま

え

よ

カ

い

か

〈

「
何
品
、
う
ゆ
前
が
世
の
中
の
改
革

を
、
先
頭
切
っ
て
せ
ん
で
も
よ
い
己

どう

わ
@占う

と
、
言

っ
て
い
ま
し
た
が
、
同
和
教

い
〈
品
事
ふ
う
ぎ
か
い
か
た
ぜ
わ
し
き
1

1

あ

育
協
議
会
の
方
の
世
話
で
、
式
を
挙

げ
る
こ
と
に
賛
成
し
て
く
れ
た
の
で

す
。

けん
どう

わきょうい〈けんさ
EJ
たいかい

十
一
明
切
県
洞
痢
教
清
研
究
大
治

に
は
い
ん
根
方
の
父
親
と
親
せ
き
の
代

表
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
こ
の
時
、

か
お
あ

は
じ
め
て
双
方
ゆ
淵
日
き
、
川
瀬
を
合

わ
せ
ま
し
た
。
結
婚
式
の
目
的
に
は
、

二
つ
の
こ
と
を
か
か
げ
ま
し
た
。

ふ

ば

て
ち
結
婚
拭
流
、
以
母
・
親
せ
き

知
人

・
友
人
が
祝
福
す
る
か
た

せいニう

ち
で
成
功
さ
せ
る
。

どう
わ
る
ん
だ
い
り
か
い
ち
い
き

て
〈
桐
和
問
題
の
理
解
を
地
域
・

職
場
に
ひ
ろ
め
る
。

と
い
う
こ
と
で
す
。

職
場
で
も
、
彼
女
は
、
「
同
和
問

は

&

せ

い
ちょう

題
」
を
話
す
と
こ
ろ
ま
で
成
長
し
て

い
ま
し
た
。

おんし

結
婚
式
に
、
恩
師
・
知
人
は
、
お

いわ祝
い
の
こ
と
ば
と
し
て
、

「
結
婚
お
め
で
と
う
。

い
ろ
い
ろ

な
困
難
を
の
り
こ
え
て
、
こ
こ
ま

で
こ
ぎ
つ
け
た
が
ん
ば
り
に
対
し

ニ
ニ
ろ
け
い
い
ひ
ふ
う

て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

た
い
せ
つ
な
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

ち
か
ら
ミ
う
ふ
〈

か

二
人
の
力
を
合
わ
せ
、
幸
福
な
家

No.186 

人
権
と
同
和
教
育

て

い

と

も

き

み

庭
を
き
ず
く
と
共
に
、
君
た
ち
初

こ
と
を
理
解
し
て
く
だ
さ
っ
た
両

し
ん
お
も
お
や
ニ
う
こ
う

親
に
、
思
い
き
り
親
孝
行
を
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
あ
な

ゆ
み
ち
き
ぼ
う

た
が
た
の
行
く
道
は
、
希
望
へ
と

つ
づ
っ
ね

わゆか

ま

&

か

続

K
、
常
に
仲
間
と
共
に
仲
よ
く

前
進
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ょ

が

職
場
の
仲
間
た
ち
も
、
寄
せ
書
き

で
祝
福
し
て
く
れ
ま
し
た
。

伯
父
が
あ
い
さ
っ
し
て
く
れ
て
い

ず
が
た

る
。
そ
の
姿
を
見
て
い
吋

μ、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
目
頭
が
あ
っ

&
弘
吉

く
な
り
、
私
は
あ
ふ
れ
る
涙
を
、
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
だ
ま
っ
て
い
た
ら
部
落
差
別
は

な
く
な
る
。
」

ん
が

A
H

た
~
ほ
ん
と
・
ラ

と
い
う
考
え
方
で
は
、
本
当
の
幸
福

は
つ
か
め
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
私

は
、
し
み
じ
み
と
か
み
し
め
て
い
ま

す
。

げ
ん
ざ
い

たいや
は
り
、
現
在
の
部
滞
謹
別
加
嘆

態
と
か
、
自
分
た
ち
の
生
活
や
権
利

の
問
溜
は
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
正

し
く
認
識
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
だ

と
考
え
ま
す
。

私
は
、
自
分
た
ち
の
結
婚
を
通
じ

て、と
いりんの『
う開2で人明t
石雀?けいたる
イ言土るくちい

をもなと展ヱ
一日の らい望lf
層1だばつを
強2』。、しも
く 必Eょっ
し ずにで
ま 道t取 と、
し はり多Z
た切組〈く。

6 



7 

企砂緑l己囲E表れた上須戒の大洲少年自然め家!己16、400*の桜があります。

心と休のリつレ、νうユ!己、ぜひ遊びl己来でください。

2月15日伏) 砂

「大洲のうnいヘ
ぜひおこレ〈ださ

い」と、今年ちう

nい宣伝隊n出発
レぎレた。

今回16、香川県

岡山県、広島県き

E表わし/まじだ。

‘2月4日(金)立春のこの目、市
内の中学校で少年式n行われまレ
だ。新谷中学校でそ三52人の生徒n
14歳の春l己決意さ述べまレだ。

2月10日(柄 大洲地方!こ春き呼砂

[ji祇園歩つりが、旧正月のこの日

始ぎりまレた。 (13日まで)期間

中、藤縄神楽の奉納ちあ'-1、多く

の参拝客でにぎわいまレだ。

...2月16日岡 地方拠点都市地域
研修会n市役所で開nれ、圏域の
16の市町村長室16じめ担当者n多
極分散型の国土づくりをめざレだ

b 地方拠点、都市法の実情lごついで研

守修レまじだ。

2月22日伏) 韓国訪日使節団 惨
め20人の皆さんn、日本12需学き
伝三じだ萎涜ゆtJ''-1の地であ3大洲
市き訪ね、桝田市長と懇談レ示し

だ。

...2月15日(火j
県米穀協会!こよ3
外国産米調理講習

試食会n開催され
まじた。会場!こ16
9イ産や?メリfJ
産怠どの外国産米

n用意され、ドリ
?や五日子ヤーハ

ン12調理しで試食
しましだ。



軽
自
動
車
税
の
減
免
手
続
き
は
四
月
中
に

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
、
一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

人
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

減
免
の
申
請
は
、
税
務
課
で
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
期
間
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
人
】

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
に
歩
行
の

困
難
な
人
、
ま
た
は
、
精
神
障
害
者
と

生
計
を
一
に
す
る
人
。
た
だ
し
、
身
体

障
害
の
等
級
や
程
度
に
よ
っ
て
、
減
免

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

{
対
象
と
な
る
車
両
】

業
務
用
以
外
の
車
両
で
、
身
体
障
害

者
な
ど
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど

(
身
体
障
害
者
で
年
令
十
八
歳
未
満
の

人
、
ま
た
は
、
精
神
障
害
者
に
あ
っ
て

は
、
生
計
を
一
に
す
る
者
が
所
有
す
る

車
両
)
の
う
ち
一
台
。

d
払
k
d札
R
A乱
k
d弘
ド
d
u
k
d立
k
d功
ぉ
d
札

k
d功
K
A札
U
V刈
託
子
泊
浪
子
止
法
k
d弘
k
d払
k

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

一
一
月
二
十
八
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一

封

八

多

喜

町

清

水

憲

二

金
一
封
(
寒
行
托
鉢
よ
り
)
中
村

大
洲
市
仏
教
会
会
長
安
養
寺
重
麿

金
一
封
(
講
師
謝
金
)

五

郎

向

井

兼

夫

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
へ
)

宇

津

姫

地

義

家

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町

坪
田
美
須
子

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
市
社

協

へ

)

上

須

戒

福

田

優

一

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

運
転
免
許
証
、
印
鑑
、

障
害
程
度
が
確
認
で
き
る

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

【
受
付
期
間
】

平
成
六
年
四
月
一
日

i

四
月
二
十
八
日

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
軽

自
動
車
税
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
0

8
@

2
1
1
1
 

(内
線
2
4
3
)

|市税の納期についてのお知らせ|

平成 6年度の市税の納期は、次のとおりとなっております。

なお、固定資産税第1期の納期が例年と異なり、 5月になっております。

納期内納付についてご理解とご協力をお願いします。

平成 6年度 市税納期一覧

辻

k

t

K

1

乱

F
辻
F
乱
F
辻
F
乱

F
立
f
乱
KInψf立
f刈旬、

金
一

封

(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町

有

本

晃

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

菊

池

富

香

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上
須

戒

東

田

照

代

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協

・
市
社
協

へ
)

中

村

宝

道

ハ
ナ
ヨ

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
・
市
社

協

へ

)

八

多

喜

町

槍

田

八

千

恵

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

多

国

武

智

正

千

代

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

戒
老
人
会
へ
)
上
須
戒
小
西
三
郎

(
物
品
の
口
座
)

車
椅
子
一
台
(
貸
出
用
)

税目 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月

固定資産税 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

市・県民税 1期 2期 3期 4期

国民保健康険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期

若

宮

森

健

二

郎

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

新
刊
図
書
案
内

図
書
館
年
鑑
附
日
本
図
書
館
協
会
編

な

ま

け

も

の

の

読

書

影
山
和
子
著

生
き
て
今
あ
る
と
い
う
こ
と中
野
孝
次
著

ひ

と

り

を

生

き

る

重

兼

芳

子

著

禅
入
門
1

栄

西

ロ

良

寛

講

談

社

国

文

寺

の

研

究

角

田

文

衛

編

武

道

の

科

学

高

橋

華

王

著

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
太
平
洋
戦
争
3

N
H
K
取
材
班
編

意

気

に

燃

え

る

津

田

ふ

じ

子

著

遍

路

国

往

還

記

早

坂

暁

著

経
済
学
入
門
叢
書
叩
冊
大
石
泰
彦
他
著

日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
山
本
七
平
著

家

庭

介

護

百

科

雨

宮

益

久

編

民
俗
地
名
語
案
事
典
上
谷
川
健

一一編

日
本
の
民
話
三

O
O

池
原
昭
治
著

日
本
列
島
な
ぞ
ふ
し
、
ぎ
旅山
本
鎌
太
郎
著

新
食
品
添
加
物
と

つ
き
あ
う
法
増

尾

清

著

い
ま
の
食
生
活
で
は
早
死
に
す
る

経

済

界

酒
っ
く
り
自
由
化
宣
言
穂
積
忠
彦
他
著

ト
ク
す
る
生
活
情
報
総
集
事
典
丸
井
郁
夫
編

科
学

・
あ
の
話
題
は
ど
こ
に
い
っ
た

大
浜
一
之
著

日
本
植
物
誌
木
村
陽
二
郎
他
解
説

絹

I
・
E

伊
藤
智
夫
著

単
位
の
い
ま
む
か
し
小
泉
袈
裟
勝
著

庭

重

森

三

玲

他

著

食
料
自
給
を
世
界
化
す
る
犬
塚
昭
治
著

ア

ユ

と

日

本

人

秋

道

智

靖

著

ザ

・

麻

薬

家

田

荘

子

著

や

っ

ち

ゃ

場

伝

神

田

川
菜
翁
著

テ
レ
ビ
時
代
劇
の
謎

川
原
郁
夫
他
箸

能
・
狂
言
別
巻
横
道
寓
里
雄
他
著

論
文

・
レ
ポ
ー
ト
の
文
章
作
法
古
都
廷
治
著

現

代

中

国

語

辞

典

香

坂

順

一

編

は
じ
め
て
の
ス
ペ
イ
ン
語
東
谷
穎
人
著

ロ
シ
ア
語
辞
典
和
久
利
喜
一
他
編

新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
菊
池
寛

丸
谷
才
一
編

江
戸
古
川
柳

の

世

界

下

山

弘

著

美
し
い
日

本

の

詩

大

岡

信

他

編

女
た
ち
の
忠
臣
蔵
橋
白
書
時
賀
子
著

服
部
半
蔵
三

・
四

戸
部
新
十
郎
著

海

鳴

り

や

ま

ず

藤

井

素

介

著

風
樹
の
剣

北
方
謙
三
著

イ

ラ

ハ

イ

佐

藤

哲

也
著

十
津
川
警
部
、
沈
黙
の
壁
に
挑
む

西
村
京
太
郎
著

藤
沢
周
平
全
集

1
1
却
藤
沢
周
平
著

逆
光
の
メ
デ
ィ
チ
藤
本
ひ
と
み
著

酒

仙

南

篠

竹

則

著

リ

ヴ

ィ

エ

ラ

を

撃

で

高

村

薫

著

異

人

た

ち

の

館

折

原

一

著

エ
ト
ロ
フ
発
緊
急
電
佐
々
木
議
著

堕

査

の

匙

車

谷

長

吉

著

明

日

の

あ

な

た

へ

三

浦

綾

子

著

居

酒

屋

の

正

論

諸

井

薫

著

い
つ
も
音
楽
が
あ
っ
た
倉
本
聡
著

愛

し

き

女

た

ち

へ

秋

元

康

著

老
い
て
こ
そ
二
人
で
生
き
た
い
大
山
真
人
著

郷
土
資
料
(
寄
贈
分
)

む

か

し

の

あ

そ

び

天

野

糸

枝

著

長

浜

の

歴

史

長

浜

町
教
育
委
員
会

広

報

う

わ

1
・
2

宇

和

町

内
子
町
埋
蔵
文
化
財
確
認
調
査
報
告
書

内
子
町
教
育
委
員
会

稲
積
何
票
著

心
の
鈴

図
書
館
は
、

土
・
日
曜
開
館
し
て
い
ま
す



雇
用
促
進
住
宅

入
居
者
募
集
中

雇
用
促
進
事
業
団
・
愛
媛
雇
用
促
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
雇
用
促
進
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
雇
用
促
進

住
宅
は
、

一雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
扶

養
家
族
の
あ
る
人
が
入
居
で
き
る
住
宅

で
す
。
大
洲
市
内
に
は
、
五
郎
慶
雲
寺
区
に

二
棟
(
八
十
戸
)
あ
り
、
常
用
雇
用
労

働
者
の
職
業
安
定
に
大
き
な
役
割
を
果

し
て
い
ま
す
。

V
間
取
り

2
D
K

V
家

賃

一
万
七
千
六
百
円

V
共
益
費

二
千
五
百
円

※
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

ハロ
l
ワ
l
ク

(大
洲
公
共
職
業
安

定
所
)
含
⑪
3
1
9
1
ま
で
。

中
高
年
齢
労
働
者
等

受
講
奨
励
金
ご
案
内

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
中
高
年
の

労
働
者
が
自
己
啓
発
を
志
し
た
り
、
資

格
取
得
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
「
中
高

年
齢
労
働
者
等
受
講
奨
励
金
L

を
支
給

し
て
い
ま
す
。

【
助
成
の
対
象
と
な
る
講
座
】

社
会
保
険
労
務
士
、
簿
記
検
定
な
ど

約
七
百
七
十
コ

l
ス

(労
働
大
臣
の

通
信
・
通
学
講
座
)

【
対
象
者
】

ω歳
以
上
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
で

指
定
講
座
を
受
講
修
了
し
た
人

【
助
成
額
】

入
学
料
、
受
講
料
の
合
計
額
の
二
分

の

一

(
十
万
円
を
限
度
)

※
詳
し
い
こ
と
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、

雇
用
促
進
事
業
団
愛
媛
雇
用
促
進

セ
ン
タ
ー

(8
0
8
9
9

⑪
6
6
7
7
)
ま
で

事
業
主
の
み
な
さ
ん
ヘ

労
働
保
険
(
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
)

の
年
度
更
新
手
続
は
、
五
月
十
六
日
ま

で
で
す
。
手
続
は
、
お
済
み
で
す
か
。

申
告
納
付
期
限
内
に
正
し
い
申
告

・
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告

・
納
付
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

愛
媛
労
働
基
準
局
労
災
補
償
課

(
2
0

8
9
9
⑮
2
1
0
1
)、
愛
媛
県
一
雇
用
保

険
課
(
含

0
8
9
9
⑪

2
1
1
1
)
ま

た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
。

平
成
七
年
歌
会
始
の
詠
進
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

宮
内
庁
で
は
、
平
成
七
年
歌
会
始
の

詠
進
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
次
の
要

領
で
詠
進
し
て
く
だ
さ
い
。

{
平
成
七
年
の
お
題
】

「
歌
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
】

V
自
作
の
歌
で
、

一
人

一
首
と
し
、
未

発
表
の
も
の
に
限
る
。

マ
用
紙
は
、
半
紙
(
和
紙
)
で
、
毛
筆

で
白
書
の
こ
と
。

V
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
に
自

書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

他
人
の
代
筆
可
。
代
筆
の
場
合
は
、

別
の
紙
に
代
筆
の
理
由
、
代
筆
者
の

住
所
及
び
氏
名
を
書
く
こ
と
。

V
書
式
は
、
書
式
図
を
参
照
の
こ
と
。

職
業
は
な
る

べ
く
具
体
的
に
記
入
し

無
職
の
場
合
は
「
無
職
」
あ
る
い
は

は
「
元

O
O」
と
記
入
す
る
こ
と
。

{
詠
進
歌
が
失
格
と
な
る
場
合
}

V

一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

γ詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌
と
同

一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
場
合

V
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
日
以

前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出
版

物
、
年
賀
状
な
ど
に
よ
り
発
表
し
た

場
合

'v
代
筆
の
理
白
書
を
添
え
た
場
合
を
除

き
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の

詠
進
歌

V
必
要
事
項
を
記
入
し
て
な
い
場
合

【
詠
進
の
期
間
}

平
成
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
と
し
、

郵
送
の
場
合
は
、
九
月
三
十
日
ま
で

の
消
印
を
有
効
と
す
る

【
郵
便
の
あ
て
先
】

「=
l

聞
東
京
都
千
代
田
区
一
番

一
号

宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。一
詠
進
歌

は
、
小
さ
く
折

っ
て
も
可
。

※
以
上
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
れ
ば
、
直

接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信

用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、

九
月
二
十
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

備)丸電工業

ft24-5351 

佐藤水道底

ft24-4410 

備)三原設備

含 24-3783

1兵住設備
ft25-4645 

(有)内田電気水道設備

ft25-2858 

滝田水道庖

ft25-0901 

(有)オクダ設備

ft24-3674 

中野管工事工業

ft24-3792 

神田 鉄工所

ft24-4122 

西国水道庖

ft26-0265 

城戸電業社

ft25-2944 

淳 山水道工事庖

ft24-2583 

鮒土居鉄工所

ft24-4519 

伊予屋住設

まま24-2541

(有)南予水道住設

ft25-1350 

岡福水道工事届

ft24-3656 

(有)星 加水道設備

ft26-0020 

大塚鉄工所

ft25-0300 

徳森設備

ft25-4023 

神南 設備

ft25-4684 

詳しくは水道課まで

ft24-3753 

4月2日ω

4月3日(日)

4月9日出

4月10日(日)

4月16自国

4月17日(日)

4月23日仕)

4月24日(日)

4月30日出

4月29日也

(約
但
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

図)

職 郵 、 、
{更 、 、

業 番 、 、
下口守 、 、

氏ふ
、 、

歌り 住 、
が 、 、
名な 、 、

生
、 、

年月
所 、 、

、 、

日
、 、

(約33センチメートル)

式室田

難持率2月末までの
大洲市内の交通事故

2月末現在 昨年同期

件 数 3 6 3 3 

負傷者 4 4 4 3 

死 者 6 1 

9 



坦~
r4・・
相
談
ご
と
案
内

'94 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

{交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

4
月
8
日
刷明

日
時
1
日
時

4
月
初
日
附

叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

【
人
権
相
談
}

(法
務
省
)

日
時

4
月
初
日
附

叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

{心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談

毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

l
u
時
、
日
時

i
m
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室

(市
役
所
別
館
二
階
)

{家
庭
児
童
相
談
}

日
時

毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【行
政
相
談
}

(総
務
庁
)

日
時

4
月
四
日

ω
9時
i
u
時

広報おおず

」ーーーーーーーー

場
所

市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
@
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(辻
)
ま
で

【社
会
保
険
相
談】

日
時

4
月
5
日
仰
、
初
日
附

日
時
l
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日

時

毎

日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

含

⑫
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
宮
@
0
9
4
7

【不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

4
月
日
日
幽

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

常
磐
町
四
附
フ
ヂ
エ
ダ

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日

時

毎

日

の
執
務
時
間
中

8
@
7
8
3
0
 

【定
期
税
務
相
談
】

日
時

4
月
8
日
幽

叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容

税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当

高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

|休|日|急|患|診|療|

大加|中央病院(東大洲)

ft24-4551 

池田泌医院 (東大洲)

ft24-3100 

大洲中央病院(東大洲)

泉内医院(東大洲)

ft24-6407 (日)

10 

大洲中央病院(東大洲)

大洲中央病院(東大洲)

松元産婦医院 (中村)

ft24-3067 

まま24-4551

霊堂24-4551

ft24-7530 

沢井小医院 (中村)

(日)

4月3日

4月10日

清家産婦医院(東大洲)

大洲中央病院(東大洲)

ft24-6868 

合 24-4551

ft24-4551 

(日)

(日)

4月17日

4月24日

4月29日

幽

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

4
月
7
日
附

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

叩
時

i
u
時

A

コ
l
プ
大
洲
口
時
却
分

1
日
時

加

戸

病

院

日

時

l
M
時
却
分

歯

=1.川、
高実

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。

あ
ら
か
じ

め
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
5

含

@
3
1
6
5

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
林
功
素
描
画
集
「
遥
か
な
る
旅
路
」

4
月
3
日
間
1
4
月
M
日
間

V
井
堂
雅
夫
木
版
画
展

4
月
却
日
幽
1
5
月
却
日
間

(休
館
日
は
毎
週
火
曜
日
で
す
)

事
業
所
名
簿
整
備
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

四
月
二
十
日
現
在
で
、
全
固
い

っ
せ

い
に
事
業
所
名
簿
整
備
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
事
業
所
の
変
動

状
況
を
調
査
し
、
政
策
推
進
の
た
め
の

基
礎
資
料
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
各

種
統
計
調
査
を
実
施
す
る
た
め
の
、
よ

り
精
度
の
高
い
資
料
を
提
供
す
る
こ
と

を
主
な
目
的
と
し
て
、
総
務
庁
統
計
局

が
実
施
す
る
も
の
で
す
。

四
月
二
十
日
か
ら
、
調
査
員
が
各
事

業
所
に
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
役
所
企
画
調
整
課
宮
⑫
2
1
1
1

(内
線
3
4
2
)
ま
で
。

保健センターだより
含 24-3775

.乳幼児健康診断.
実施日 該 当者
4月 5日(火) 平成 5年11月生※
4月14日(木) 平成 4年 9月生
4月19日伏) 平成 5年 5月生※
4月26日ω 平成 3年 3月生
※は肱南 ・久米・肱北・ 喜多 ・平

地区のみ
受付時間 13時-13時30分
実施場所大洲市保健セ ンター

持 参 品母子手帳

4・芋L幼児育児相談.
実施日 4月12日(火)
該当 者 肱南・久米 ・肱北 ・喜

多・平地区の乳幼児

受付時間 13時-13時30分
実施場所大洲市保健セ ンター

持 参 品母子手帳

4・健康相談.
日時三 4月13日(水)
9時-12時、 13時-15時

場所中央公民館
日時 4月28日(木) 13時-15時
場所 大洲市保健セ ンタ ー

.厚生連検診.
(成人病・胃がん・大腸がん検診)
実施日 場 所

4月 6日(水) 久米公民館
4月13日(羽 JA大洲本所
4月14日(木) JA大洲上須戒支所
4月15日幽 JA大洲大川支所
4月18日(月) 田処分館
4月19日伏) 平野連絡所
4月20日(水) J A大洲粟津支所
4月21日(木) 三善連絡所
4月22日働 基幹集落センター
4月26日例 菅団連絡所
4月27日(水) 新谷連絡所
受付時間 8時30分-11時30分
検診料 胃がん検診 900円

大腸がん検診 400円
⑧がん検診については申込が必要
です。成人病・胃がん検診につい
ては、空腹で、(食事を抜いて)受

診 してく ださい。

4ゆ肺がん検診4砂
実施日 4月20日(水)
土嘉戸斤 目寺 間

南久米連絡所 9時-9時30分
基幹集落セ ンター10時30分-11時
大川連絡所 13時-13時30分
菅団連絡所 14時30分-15時
検診料肺がん検診 無料

日客疾検査 400円
(ただ し、70才以上の人は無料)
⑧申込みが必要です。保健セ ンタ
一、各連絡所へお問い合せください0

.乳幼児の予防接種.
(ツベルタ リン反応)
日時 4月20日附13時30分-14時
(B CG接種)
日時 4月22日幽13時30分-14時
該当者平成4年10月 1日~

平成 5年 9月30日生
実施場所大洲市保健セ ンター
持参品 問診票・母子手帳・印鑑

科

相

実
施
日

4
月
幻
日
附

内

容

乳
幼
児
歯
科
相
談
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